
誰もの心に残る最高の文化祭となりました 

23 日（日）に行った文化祭では、健康チェックに御協力いただきありがとう

ございました。お陰様で、安全・安心な環境の下、生徒は練習の成果を全て出し

切り、心に残る最高の思い出が作れたのではないかと思います。また、参観者の

皆さんも、体育大会よりさらに成長した内中生の様子を目の当たりにして、心が

動かされた（感動した）方も多いのではないでしょうか。 

合唱コンクールでは、最優秀賞を受賞した３年１組、優秀賞を受賞した３年  

２組がハイレベルの合唱を披露してくれました。まさに、圧巻でした。 

また、審査員特別賞を受賞した２年２組を始め、１･２年生も全員が気持ちを

一つにして、心に響く素晴らしい合唱を披露してくれました。中学生が本気にな

って取り組んでいる姿は見ている人に、感動、そして勇気と元気を届けることが

できることを改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

次に、吹奏楽部の演奏は、心がウキウキする爽やかな音色と演出で、会場を盛

り上げてくれました。吹奏楽部と聴いている人が一緒になって演奏を楽しみ、本

当に楽しい時間を過ごすことができました。吹奏楽部の皆さん、ありがとうござ

いました。ラスト演奏となった３年生部員の皆さん、お疲れ様でした。 
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生徒発表Ⅰの藤岡さんと中野さんの発表は、内中生の文化活動の高さを披露

してくれました。藤岡さんは内子町英語弁論大会で､中野さんは喜多郡読書感想

文コンクールで最優秀を受賞する等、文武両道を目指す本校の大きな成果が現

れており、とても頼もしく思いました。 

   

最後に、生徒発表Ⅱでは、すばらしい才能を持った有志が、「楽器演奏」、「ダ

ンス」、「お笑い」等を披露してくれました。才能を存分に発揮し､笑顔を届けて

くれた出演者の皆さん、ありがとうございました。 

   

地域の皆さんの温かい御協力に感謝いたします 

バザーの代わりに思い出の一つにと、実行委員会の皆さんに企画していただ

いたテイクアウトによる昼食は、大好評でした。 

そして、以前お知らせしたとおり、今年度はその準備を地域の皆さんに手伝っ

ていただきました。地域コーディネーターの宮瀨さんの呼び掛けに応え、御協力

いただいた商工会（婦人部の皆さん他）、卒業生のボランティアの皆さん、本当

にありがとうございました。 

   

多くの方への感謝の気持ちを大切に、まだまだ内中生の維新は続きます。どう

か、引き続き温かい御支援をお願いいたします。 

また、文化祭当日の様子を本校ホームページのフォトアルバムに載せており

ますので、是非ご覧ください。 

なお、当日、お越しいただいた懐かしい先生（昨年度の転任者）の姿も載せて

おりますので、お見逃しないよう、御注意ください。 


